


































































































献から、数多く 銅・錫鉱を探し出してお れる。し し、はたしてそれらの諸鉱が存在したか、また股代に採掘されておったかどうかは実証されない。ここでは現実に銅、錫を多量に産出しかも段嘘には南方交流 あとがみられる する南方説に従いい。かりに一丈野博士の説をとっても、博士が自らいわ ているように中原の地 らは極めて僅少 し 得られなかったことは明言できるだろう。
さて、青銅の素材である銅、ことに錫がはるか南方に求められ
たとすれば、その素材価値 どうであったろうか。当時南方と交渉があったにしても、当時の交通事情を考えるなら、その獲得と独占は非常に困難 あった 従っ その素材価値は 然高かったに違いない。そ 、そのよ に得難い素材でつく れた青銅は必ずや半貴金属的な性格を帯びて であろう
獲得された青銅は直ちに、専制的な王権をもった段王朝を中心
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（『中国考古学研究』）九
股代青銅器文化の研究（久保）
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法政大学八十年史編纂の進行
昭和三十二年より本大学の事業として編纂中の「法政大学八十
年史」は、昨三十三年九月、谷川教授を室長として法政大学八十年史編
纂室
が設置され、爾来、着々と基礎資料の蒐集編集につと
めてきた。その間毎週月曜日に谷川徹三、友岡久雄、藤原定、小田切秀雄各教授、増島宏助教授、小西四郎、郡山澄雄各講師に松尾章一の八名からなる編集会議が続けられている
。
現在ほほ原稿
ができ上ったが、さらに協議検討を重ねている。本の体裁は
A5
四
OO
頁前後で、三十四年末には完成の予定である。（松尾）
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